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【要旨】

　本研究では、子どもが「潜在的な介護力」に組み込まれて、孤独・孤立化することのないよう、
ヤングケアラーの発生要因・機序を解明し、予防的対策を検討することを目的としている。島根
県が実施した「島根県子どもの生活実態調査」の二次分析結果より、ヤングケアラーは安心して
過ごせる居場所を求めていることが明らかになった。そこで、ヤングケアラーが孤独・孤立に陥
る状況を防ぎ、支援者や当事者同士でゆるやかにつながるための社会的仕組みを創出するため
に、メタバース（仮想空間）を活用した交流の場を開発した。メタバースを活用した交流の場に
は、これまで交流の場への参加をためらっていた「潜在的に交流の場への参加意欲のあるヤング
ケアラー」が参加するなど、当事者が参加したいと思う交流の場の選択肢を拡げる可能性が確認
できた。
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1．研究目的

家族の介護その他の日常生活上の世話を過
度に行っていると認められる子ども・若者を

「ヤングケアラー」という。「見えないケア
ラー」とも呼ばれ、どう発見するかが最初の
課題とされる。ヤングケアラーについては、
支援体制の強化等の対策を進めてきている

が、ヤングケアラーへの支援について法律上
明確な根拠規定が設けられていなかった。

ヤングケアラーへの関心が高まるなか、家
族の介護や世話に追われる「ヤングケアラー」
の支援を明文化した改正子ども・若者育成支
援推進法が 2024 年 6 月 5 日、参院本会議で
可決・成立した。国や自治体が支援に努める
対象として明記することで、相談窓口の整備
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などを促す狙いである。ヤングケアラーは法
律上の定義がなく、国内では 18 歳未満の子
どもと位置づけるのが主流だった。だが、家
族のケア負担の影響は 18 歳以上になっても
続くため、政府はおおむね 30 代までを含む
子ども・若者育成支援推進法で法制化するこ
とで、18 歳以上の若者にも切れ目なく支援
を続けることを明確にした。改正法は、ヤン
グケアラーを「家族の介護その他の日常生活
上の世話を過度に行っていると認められる子
ども・若者」と定義している。

ヤングケアラーの存在は、イギリスでの調
査によって明らかになりかつ研究は先行して
いる。2005 年ころから先行するイギリスで
の研究を紹介する形で、日本でもヤングケア
ラーの研究が始まった1）。日本では近年、「ケ
アラーのケア」（介護者支援ともいう）に注
目が当たる中で、その一つの側面であるヤン
グケアラーにも注目が集まっている。2010
年には一般社団法人日本ケアラー連盟が設立
され2）、実態調査や各種調査などが行われる
などの活動も進みだした。

全国の実態調査を踏まえ、政府も積極的な
支援策を打ち出した。有効な支援策を考える
ために、行政だけでなくヤングケアラー当事
者や元ヤングケアラー、民間の支援団体など
の声が反映される機会も多く見受けられるよ
うになった。こうして、官民を挙げての具体
的な支援策が一気に進みつつあるが、ヤング
ケアラーにどのような支援を届ければよいの
か、どのような支援策が効果的なのか、まだ
まだ手探りの状態である。今はまだ「とにか
くやってみよう」の段階であるが、「やって
みてどうか」という、現状で実施されている
支援策がヤングケアラーの負担をどの程度軽
減しているのか、その有効性についての本格
的な検証は始まったばかりであり、今後の課

題である。
加えて、最も重要であるのは、そもそも “な

ぜ、子どもが介護者になっているのか”、“な
ぜ、ヤングケアラーが生み出されるのか”、
という原因や背景要因を明らかにし、その処
方箋を提示することであり、“新たなヤング
ケアラーを生まない”、という予防的な視点
からのアプローチではないだろうか。しかし
ながら、この点については政府を含め学術的
な調査研究は未着手である。このような問い
こそが、ヤングケアラーにとって『真』に必
要な対策と言えよう。

本研究の目的は、子どもが「潜在的な介護
力」に組み込まれて、孤独・孤立化すること
のないよう、ヤングケアラーが支援者や当事
者同士でゆるやかにつながるための社会的仕
組みを創出することにある。この目的を達成
するために、島根県が実施した「島根県子ど
もの生活実態調査」の二次分析結果3）を基に、
ヤングケアラーが孤独・孤立に陥る状況を防
ぎ、支援者や当事者同士でゆるやかにつなが
るための交流の場を創出する。

2．�「令和6年度島根県子どもの生活に

関する実態調査」結果

島根県のヤングケアラーの現状を、「令和
6 年度島根県子どもの生活に関する実態調
査」の二次分析を基に把握する。

2.1　�「令和 6年度島根県子どもの生活に関す

る実態調査」の目的

次世代を担う子どもたちが、生まれ育った
環境に左右されることなく、健やかに育ち、
夢や希望、意欲にあふれ自立した人間へと成
⾧することができる社会づくりに向けて、子
どもの貧困対策における効果的な支援のあり
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方を検討するための基礎資料を得るため、県
全体の子どもの生活実態や学習環境等につい
て調査を行った。

2.2　調査時期

令和 6 年 5 月である。

2.3　調査方法 

学校を通じて配布・しまね電子申請サービ
スへの入力または郵送での回収。 調査票は、
児童・生徒が回答する「子ども票」と保護者
が回答する「保護者票」から構成され、子ど
もと保護者それぞれが WEB 上でしまね電子
申請サービスを利用して記入の他、個別に封
かんしたものを封筒に入れ、一式を島根県健
康福祉部地域福祉課へ返送する形での回収も
実施した。

2.4　調査対象

調査対象は、島根県内の学校に通学してい
る小学 5 年生・保護者 5,820 人、中学 3 年生・
保護者 5,749 人、高校 2 年生・保護者 6,505
人である。有効回答数、有効回答率は、小
学 5 年生 1,606 人（27.8%）・保護者 2,058 人

（35.6%）、中学 2 年生 1,366 人（23.4%）・保
護者 1,857（31.8%）、高校 2 年生 1,388（22.9%）・
保護者 1,771（29.3％）であった。

2.5　分析方法

本調査では、個票データを申請者が入手し、
「家族の中にあなたがお世話をしている人は

いますか。」「の質問に対して、「いる」と回
答した者を「ヤングケアラー」、「いない」と
回答した者を「非ヤングケアラー」として抽
出し、各質問項目とクロス集計を行った。

2.6　結果

2.6.1　島根県のヤングケアラーの状況（表 1）
家族の中にあなたが世話をしている家族が

「いる」と回答したのは、小学生で 14.6%、
中学生で 9.8%、高校生で 7.6% であった。

2.6.2　心の健康状態
「この 1 週間はどんな 1 週間だったか、あ

てはまる番号を選んでください。」の質問に
ついて、ヤングケアラーと非ヤングケアラー
の回答状況の違いを分析した。以下の表 2 ～
表 7 に示すように、ヤングケアラーは非ヤン
グケアラーと比べ、精神面での不調を感じて
いる者が多い傾向にある。また、独りぼっち
の気がしている者も多い傾向にあり、孤独を
感じているヤングケアラーも多い傾向にある
ことが示唆された。
1）生きていても仕方がないと思った

生きていても仕方がないと回答したのは、
「いつもそうだ」と「時々そうだ」について、
ヤングケアラーで 6.7%、19.4％、非ヤングケ
アラーで3.6%、14.0％であった。ヤングケアラー
は非ヤングケアラーと比べ、生きていても仕
方がないと思っている者が多い傾向にある。
2）こわい夢を見た

こわい夢を見たと回答したのは、「いつも

いる いない 回答なし 合計
小学 5 年生 235 人（14.6%） 1,355 人（83.1％） 36 人（2.2%） 1,606 人
中学 2 年生 134 人（9.8%） 1,199 人（87.8%） 33 人（2.4%） 1,366 人
高校 2 年生 106 人（7.6%） 1,236 人（89.0%） 46 人（3.3%） 1,388 人

表 1　世話をしている家族の有無
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そうだ」と「時々そうだ」について、ヤング
ケアラーで 4.8%、40.4％、非ヤングケアラー
で 3.2%、32.6％であった。ヤングケアラーは
非ヤングケアラーと比べ、こわい夢を見る者
が多い傾向にある。
3）独りぼっちの気がした

独りぼっちの気がしたと回答したのは、「い
つもそうだ」と「時々そうだ」について、ヤ
ングケアラーで 4.6%、24.6％、非ヤングケア
ラーで 3.9%、21.6％であった。ヤングケア

ラーは非ヤングケアラーと比べ、独りぼっ
ちの気がすると感じている者が多い傾向に
ある。
4）とても悲しい気がした

とても悲しい気がしたについて。「いつも
そうだ」と「時々そうだ」と回答したのは、
ヤングケアラーで 3.6%、28.0％、非ヤングケ
アラーで 3.1%、25.9％であった。ヤングケア
ラーは非ヤングケアラーと比べ、とても悲
しい気がしたと感じている者が多い傾向に

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
32 92 330 21 475

6.7% 19.4% 69.5% 4.4% 100.0%

非ヤングケアラー
137 526 2,917 190 3,770

3.6% 14.0% 77.4% 5.0% 100.0%

表 2　生きていても仕方がないと思った

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
23 192 242 18 475

4.8% 40.4% 50.9% 3.8% 100.0%

非ヤングケアラー
121 1,229 2,275 145 3,770

3.2% 32.6% 60.3% 3.8% 100.0%

表 3　こわい夢を見た

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
22 117 318 18 475

4.6% 24.6% 66.9% 3.8% 100.0%

非ヤングケアラー
148 813 2,646 163 3,770

3.9% 21.6% 70.2% 4.3% 100.0%

表 4　独りぼっちの気がした

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
17 133 306 19 475

3.6% 28.0% 64.4% 4.0% 100.0%

非ヤングケアラー
116 975 2,506 173 3,770

3.1% 25.9% 66.5% 4.6% 100.0%

表 5　とても悲しい気がした
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ある。
5）とてもよく眠れた

とてもよく眠れたと回答したのは、「いつ
もそうだ」と「時々そうだ」について、ヤン
グケアラーで 45.5%、42.3％、非ヤングケア
ラーで 50.6%、38.9％であった。ヤングケア
アラーは非ヤングケアラーと比べ、よく眠れ
たと感じている者が少ない傾向にある。
6）泣きたいような気がした

泣きたいような気がしたと回答したのは、
「いつもそうだ」と「時々そうだ」について、
ヤングケアラーで 5.9%、39.2％、非ヤングケ
アラーで 4.5%、34.7％であった。ヤングケア

ラーは非ヤングケアラーと比べ、泣きたいよ
うな気がしている者が多い傾向にある。

2.6.3　大人たちにしてほしいこと（表 8）
「あなたが、大人たちにしてほしいことは

なんですか。以下の中からあてはまる番号を
3 つまで選んでください。」について、ヤン
グケアラーと非ヤングケアラーの回答状況の
違いを分析した。ヤングケアラーは非ヤング
ケアラーと比べ、家や学校以外で、自由に安
心して過ごせる場所をつくってほしいという
回答が多かった。孤独を感じているヤングケ
アラーにとって、家や学校以外で自由に安心

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
216 201 46 12 475

45.5% 42.3% 9.7% 2.5% 100.0%

非ヤングケアラー
1,906 1,468 333 63 3770 
50.6% 38.9% 8.8% 1.7% 100.0%

表 6　とてもよく眠れた

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答 合計

ヤングケアラー
28 186 249 12 475

5.9% 39.2% 52.4% 2.5% 100.0%

非ヤングケアラー
171 1,307 2,216 76 3770 

4.5% 34.7% 58.8% 2.0% 100.0%

表 7　泣きたいような気がした

病気になっ
た時に安心
して病院で
診てもらえ
るようにす
る

病 院 に か
かった時の
お金や、学
校でかかる
お金を少な
くする

幼稚園や保
育 所 の 頃
に、色々な
人 と 触 れ
合 っ た り、
様々なこと
を体験する

学校でしっ
かりとした
学力を身に
つける

家や学校以
外で、自由
に安心して
過ごせる場
所をつくる

親が仕事か
ら早く帰れ
るようにし
たり、仕事
を休みやす
くする

公園などを
みんなが使
う場所の段
差をなくし
たり、トイ
レを広くす
るなど、だ
れでも使い
やすくする

安全で安心
して暮らせ
るように通
学路や公園
などに防犯
カメラをつ
けたり、交
通安全教室
を行う

児 童 虐 待
（体罰や暴
言、食事を
も ら え な
い、病院に
連れて行っ
てもらえな
いなど）を
防止する

家族と暮ら
せない子ど
もが生活で
きる場所を
つ く っ た
り、進学し
たり仕事に
つくことを
サポートす
る

障がいのあ
る子どもが
家や家の近
くで生活で
きるように
する

その他 特にない わからない

ヤング
ケアラー

96 101 32 90 102 90 57 50 63 43 36 14 55 42
26.0% 27.4% 8.7% 24.4% 27.6% 24.4% 15.4% 13.6% 17.1% 11.7% 9.8% 3.8% 14.9% 11.4%

非ヤング
ケアラー

693 718 228 730 632 671 372 388 526 307 215 82 290 258
27.3% 28.3% 9.0% 28.8% 24.9% 26.5% 14.7% 15.3% 20.8% 12.1% 8.5% 3.2% 11.4% 10.2%

表８　大人たちにしてほしいこと
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して過ごせる居場所を確保することの必要性
が示唆された。

3．�「ゆるやかなつながりの仕組み」

の創出の意義

島根県の子どもの生活実態調査の分析結果
から、ヤングケアラーは精神面の不調を抱え
る者が多く、自由に安心して過ごせる居場所
を求めていることが明らかになった。国もヤ
ングケアラーについて、国や自治体による支
援の対象として法律に明記し、対応の強化に
つなげていく方針を決めた（令和 6 年 6 月
12 日施行）4）。国のヤングケアラー支援体制
強化事業には、ヤングケアラーの居場所のひ
とつとして、ヤングケアラー同士が悩みや経
験を共有し合うオンラインサロンの設営運営
事業が推進されている。しかし、オンライン
サロンの参加者数は全国的に低調である5）。

ヤングケアラーが自由に安心して過ごせる
居場所のひとつとして、ヤングケアラー同士
が交流できるつながりの仕組みが求められて
いるが、十分に開発されているとは言い難い。
そこで本研究では、当事者が参加したいと思
う交流の場の選択肢を拡げ、交流の場への参
加のハードルを下げるために、メタバース（仮
想空間）を活用したオンラインサロンを開発・
実装した。

これによって、これまで参加をためらって
いた「潜在的に参加意欲があるヤングケア
ラーや元ヤングケアラーら」が、相談や支援、
交流につながるための選択肢を拡げることを
目指した。このような支援は、ヤングケアラー
支援の新たな方策となるだけでなく、交流の
場への多様なニーズに応えることができる点
でも意義が大きいと考えられる。

4．�メタバース（仮想空間）を活用した

交流の場の開発・実装

4.1　背景・目的

メタバースを活用した交流の場を開発する
ために、しまねソフト研究開発センター6）と
連携したシステム環境整備や、申請者が代表
を務める一般社団法人ヤングケアラーサロ
ンネットワーク7）を中心とする民間団体と連
携・協働し、この介入手法の導入と概念検証
を実践した。

4.2　メタバース（仮想空間）の定義8）

メタバースとは、多人数が参加可能で、参
加者がその中で自由に行動できるインター
ネット上に構築される仮想の三次元空間であ
る。ユーザーはアバターと呼ばれる分身を操
作して空間内を移動し、他の参加者と交流す
る。ゲーム内空間やバーチャル上でのイベン
ト空間が対象となる。

4.3　�メタバース（仮想空間）のメリット・

デメリット9）

メタバースは仮想空間上に現実世界と同じ
ような体験を得られる空間を作り出す。その
ため、例えば音楽フェスなどでは自宅にいな
がら臨場感を味わえるなどのメリットがあ
る。また、外出する必要がない。新たなユー
ザー体験やビジネスの創出のチャンスもあ
る。現場に行かなくても臨場感が得られる。
Z 世代、ゲーマーなどのヤングケアラー・若
者ケアラーへの適応性があるのではないかと
考える。デメリットとして、メタバースの注
意点として、環境を構築するための技術やコ
ストの負担が挙げられる。その他にも、イン
ターネットを活用するため、セキュリティ対
策は欠かせない。
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5．�メタバースを活用したオンライン

サロンの実装

5.1　運営・参加者

本企画では、メタバースプラットフォーム
「Meta Life」10）を活用した相談・交流イベン
トを実施した。参加費は無料、要事前申し込
みは Google form を活用した。開催時間は 1
時間程度とした。参加対象は、仕事や勉強を
しながら介護しているヤングケアラー・若者
ケアラーとした。参加方法は、匿名かつ顔出
し不要とした。広報は、下記のチラシ（図 1、
図 2）を作成し、島根県内の関係機関や SNS
で全国に発信した。WEB 広告の表示人数
は 509,581 人、リンクのクリック数は 286 で
あった。

当日の運営スタッフは、メタバースパーク
開発を委託した事業者のスタッフと、企画者、
企画者の大学のゼミ生 2 名が担当した。4 月
17 日に運営スタッフ全員でリハーサルと事
前打ち合わせを行った。

メタバース会場構成は、交流スペース、ヤ
ングケアラーに関する情報コーナー、個別相
談ブース、休憩スペースを整備した。当日の
タイムスケジュールは、全員で 20 分程度の
交流タイムを持ち、参加者同士のアイスブレ
イク、ケアや家族に関する悩みや相談の共有
を行った。その後は、各自自由にパーク内を
散歩し、参加者同士や支援者と交流したり、
情報コーナーに立ち寄るなどした。入退室は
自由とした。個別相談を希望する者は、終了
後に残ってもらうようアナウンスした。

申込希望者は 19 名、当日の参加者は 16 名
であった11）。年代は 10 代 3 名、20 代 8 名、
30 代 3 名、40 代 2 名であった。個別相談を
希望する者はいなかった。終了後のアンケー
ト結果から、「一番印象に残ったこと」とと

して、「様々な人と話せたこと」、「遠くに住
んでいる人と話せたこと」が挙げられた。ま
た、交流の場に参加したいと思っていたが、
一般のオンラインサロンへの参加をためらっ
ていたヤングケアラーの参加もあった。「メ
タバースパークは、顔出しなし、匿名での参
加であるため、参加しやすかった」という声
も聞かれた。当日の進行は、下記の運用マニュ
アルに基づいて実施した。

5.2　プログラム進行

13：00 〜 13：03　オープニング挨拶（宮本）
イベントの目的、申し込み時の連絡先に今

後イベント等の案内を送っても良いかどうか
の確認、途中入退室自由、個別相談希望者は
イベント終了後に案内する旨周知、宮本メー
ルアドレスに随時連絡可能である旨周知

13：03 〜 13：17　交流タイム
　　　　　　　　 （自己紹介・居住地など）
13：17 〜 13：20　操作説明＆会場案内
　　　　 　　　　（澤野）
13：20 〜 13：50　自由交流・
　　　 　　　　　自由散策タイム
13：50 〜 13：55　クロージング挨拶（宮本）
　　　　　　 　→アンケート記入の依頼
� ※希望者は終了後、個別相談タイムへ

5.3　交流タイムの進行

1．ニックネームで簡単に自己紹介
2．「どこから参加してますか？」
3．誕生日・同じ誕生日の有名人等
4．�ケアしている人は、どんなケアをしてい

るか、ケアすることで困っていること等

5.4　当日スタッフ業務一覧

5.4.1　開始前（〜 12：45）
・�参加者リストの匿名者について、出身地を
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把握できないか検討
　 - �スタッフ集合（集合場所：法文学部棟 2

階多目的室）、各自パソコン持参、音声・
操作テスト

　 - �会場チェック（動線・表示物）
　 - �参加者の入室確認・案内
・�リアクション（拍手の仕方）、操作方法な

どマニュアル

5.4.2　イベント中
・�参加者自己紹介内容（どこから来たか、ケ

ア経験、勉強 or 仕事どちら等）を記録す
る

・会場内のスクリーンショット撮影
　 - �声掛け・誘導（初心者サポート）
　 - �チャット欄の対応（簡単な Q&A、迷子

サポート）
　 - �雰囲気作り（盛り上げ・安心感の提供）

5.4.3　終了後
　 - �アンケート案内リンク送付（フォーム）
　 - �個別相談希望者の誘導（個別ルーム等）
　 - �振り返り共有ミーティング（必要に応じ

て）
・�参加者の確認（人数、途中入退室者の確認、

個別相談者の確認）

5.5　アンケート案（抜粋）

　開催後にメールで案内した。アンケート項
目は下記のとおりである。
　 - �今日のイベントの満足度（5 段階評価）
・�今後企画してほしいイベントがあれば自由

記述
　 - �一番印象に残った内容（自由記述）
　 - �次回参加したいか（自由記述）
　 - �改善点・提案（自由記述）

6．おわりに

メタバースを活用した交流の場に期待され
る効果として、以下を挙げることができる。

ヤングケアラーは、自分をヤングケアラー
だと認識していなかったり、「相談」は苦手
だが、ゲームなら参加しても良いと思ってい
たり、少しだけならのぞいてみたいと思って
いる者も多い。あるいは、本当に困っている
が、「相談してもどうせ何も変わらない」と
あきらめているケースや、同じような立場の
友達と話してみたいと思っているケースもあ
るなど、ヤングケアラーの思いは多様である。

多様なヤングケアラーのうち、「潜在的に
参加意欲はあるが。参加をためらっているヤ
ングケアラー」に交流の場に参加してもらう
ためには、「ゆるやかなつながりの仕組み」
を創出する必要があると考え、メタバース（仮
想空間）を活用した交流の場を開発・実装し

図 1　広報チラシ
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図 2　SNS広報デザイン

図 3　2025 年 4月 23 日朝日新聞島根版掲載

図 4　パーク内撮影風景
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た。メタバースパークには、ヤングケアラー・
若者の啓発や相談窓口、支援情報の紹介、支
援者や参加者同士が交流できる機能を持たせ
た。メタバースパークに参加することで、そ
れまで相談をしたり、ヤングケアラー支援の
サービスやオンラインサロンに参加していな
かったヤングケアラーが、個別の相談につな
がったり、ヤングケアラー同士で交流できた
りするなど、ピアサポート体制の構築につな
がることが期待できた。

地域コミュニティが衰退し、地域のつなが
りが弱まる中で、ヤングケアラーと家族は、
地域の中でいっそう孤立化しやすくなってい
る。本人や家族に自覚がないといったことも
多いため、孤独・孤立化しやすいヤングケ
アラーと家族を支援するためには、課題解決
を目指す「解決型支援」だけでは対応が難し
いと言えよう。ヤングケアラーと家族がいっ
たん支援を拒否したとしても、「つながり続け
ること」で自分たちの困難や課題を認識し、
周囲との関係を築いていくことも期待できる。
その中で新たな展開が始まることもある。そ
の時々の当事者の目線や立場に立って、「つな
がり続ける」支援を継続することが重要であ
る。そのための手段のひとつとして、「ゆるや
かなつながりの仕組み」を創出することは重
要であり、メタバースの活用は、その仕組み
のひとつとして有効であることが確認できた。

【注】

1 ）河本秀樹『日本のヤングケアラー研究の動
向と到達点』「敬心・研究ジャーナル」4（1）、1、
2020

2 ）子ども家庭庁＜https://www.cfa.go.jp/poli　
cies/＞を参照のこと

3 ）令和 6 年度島根県子どもの生活に関する実
態調査 https://www.pref.shimane.lg.jp/educa　

tion/child/kodomo/kodomonohinkon/R6kodo　
mo-jittaicyousa.html（2025 年 3 月 30 日 最 終
アクセス）

4 ）「子ども・子育て支援法等の一部を改正する
法律」において、子ども・若者育成支援推進法
を改正し、「家族の介護その他の日常生活上の
世話を過度に行っていると認められる子ども・
若者」として、国・地方公共団体等が各種支援
に努めるべき対象にヤングケアラーを明記した。

5 ） ヤングケアラーへの支 援 体 制強 化 事 業
＜https://www.mhlw.go.jp/content/11907000/　
001283331.pdf＞（2025年3月30日最終アクセス）

6 ）https://www.s-itoc.jp/（2025 年 6 月 4 日 最
終アクセス）

7 ）＜https://young-carer-salon.net/＞（2025
年 6 月 4 日最終アクセス）

8 ）経済産業省＜https://www.meti.go.jp/press 
/2021/07/20210713001/20210713001.html＞

（2025 年 3 月 30 日最終アクセス）
9 ）同上。
10）https://metalife.co.jp/（2025 年 6 月 4 日 最

終アクセス）
11）申し込み希望者のうち、40 代以上の者につ

いては、本企画の対象外であるため、参加で
きない旨を事前に周知した。
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図 7　メディア掲載

図 6　メディア掲載
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